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＜連絡事項＞

・病棟・医師間の連絡先PHSについて
日勤帯で医師と病棟との連絡は、下記のPHSで行いますので周知してください。

≪各病棟日勤リーダー所持のPHS≫

・東病棟～東B PHS（116）

・西病棟～西B PHS（126）

・南病棟～南B PHS（146）

・北病棟～北　PHS（135）
・家族看護研修について家族看護研修
2月1日１７：００～、青森県立保健大学の山本春江教授による「家族ケア」研修を実施します。この研修は、「家族ケアについて学習したい」、「家族の対応に不安がある」と考えている職員に受講していただきたいと思います。
2/1（金）の初回研修は、事前に山本教授が用意したアンケート用紙に記入していただき、そのアンケート用紙を基に研修しますので、参加希望者は窓口の江刺家さんにメールで連絡し、アンケート用紙を受け取ってください。（アンケート用紙は佐藤AOM、長谷部AOMからも受け取り出来ます）記入後のアンケートは、江刺家さんに提出してください。（1/28午前中　厳禁）
また、この研修は来年度も継続して行うことになりますので、青仁会関係者、青森県立保健大学と協力してNPO法人メンタル・ケア・サポートが継続して実施したいと考えています。
・生活習慣改善プログラム企画書の決裁が下りています。各自、目を通してください。尚、プログラム参加の患者様には事前に確認を行って行きましょう。

・本日、洗濯機の修理完了となり設置しています。

＜患者様連絡事項＞

・田野端　忠夫様～眼精疲労訴えあり、主治医よりサンコバ点眼薬１本処方となっています。症状の観察・確認をして行きましょう。

＜Dr川端ケースカンファ＞

・東海林　康之様～料理教室参加について、主治医へ情報提供し許可を頂いています。外出･外泊の希望ありますが、精神状態を見て今後決定するとのことで、今の段階では保留とすること本人に伝えています。

・木村　梅子　様～鼻汁・鼻閉・声のかすれの訴え聞かれ、風邪薬　小青竜湯　3Ｐ　3×7日分　臨時処方となっていました。風邪症状改善した為、本日昼で飲みきり止めとなっています。手洗い・うがいの声掛けを行って行きましょう。

・柳杭田　かつ子様～両手の荒れ持続している為、ウレパールクリーム　20g　1本処方となっています。引き続き症状の観察・確認をおこない、クリーム塗布を忘れないよう声掛けして行きましょう。

・佐々木　康子様～料理教室参加について、主治医へ情報提供し許可を頂いています。

参加後の疲労感の有無を確認して行きましょう。

・平　京子様～1/22(火)　青山荘について、本人施設に対し好印象を得た様子あり分からない箇所については、積極的に質問されていたことを主治医へ情報提供しています。デイケア見学も進めて行くようにとの指示あり、本人からも希望聞かれていることから下平PSWへ情報提供する事としています。

・吉田　富秋様～主治医診察時、退院希望聞かれています。退院後は｢仕事がしたい｣と話されていることから、4月に幸房完成するので行ってみてはと提供しています。デイケア見学も進め、本人からも希望聞かれていることから下平PSWへ情報提供する事としています。又、平　京子様とは日時が同じにならないよう日程調整することも情報提供してください。

・浅野　秀子様～診察時、｢つばが多量に出て夜も気になって寝られない｣と話されている為、来週定期薬より変更となります。定期薬が病棟に届き次第、内容確認してください。又、薬変更後イライラ感や怒りっぽくなったりの症状がでてきた場合は我慢せずスタッフへ話すよう説明しています。症状の観察・確認を行って行きましょう。

＜OT一週間の報告・検討＞

・坂本　秀男様～長期に渡り、計算を繰返し行っています。新しい作業に取組むよう声掛けしていますが、｢できない｣・｢難しい｣と話され、拒否的な発言聞かれています。作業時、再三の促し・声掛けにて書写に興味を示し、1/21(月)より書写を始めています。本人、集中力あり、作業持続できている事から、できたものに対して評価し自信をつけて進めていけるよう、今後関わっていく事としています。

・布施　邦雄様～現在、本人持参の本にて自己学習されています。新しい作業に取組むよう声掛けしていますが、拒否的です。以前よりスタッフへの話し掛けが多くなっている為、評価しています。今後、新しい作業に興味を持って取組んでいけるよう関わっていく事としています。

(洗濯について)

・現在の患者様洗濯状況について調査を行う予定としています。










